
 

第１回富士見市男女共同参画社会確立協議会会議録 

 
○日  時  平成２２年７月２日（金）１０：００～１１：４０ 
○場  所  市長公室 
○出 席 者  〈委  員〉金子（美）、野口、森田、神保、高橋（秀） 

横田、鴫、川辺、金子 
       〈専門委員〉小西 
       〈事 務 局〉山岸、外澤、関根 
○開  会  高橋会長 
         多くの方々の協力と努力を得てプランができました。感謝申し上げま

す。自身、この間一人暮らしとなり、加えて怪我に見舞われてしまった

ことから、ヘルパーの支援を受けることになり、高齢者福祉の大切さ、

心強さを痛感しました。今後一層高齢化が進む中で、男女共同参画プラ

ンについても取り組むべき視点が多くなるのではないかと思っています。  
今回のプランを冊子にするにあたり、表やグラフ等の資料を挿入する

と思いますが、市内の世帯構成や、独居老人の数などを入れ、見直しの

際に役立てられるようにしてほしいと思います。 
○新任者紹介  川辺委員（南西部地域振興センター所長） 
       金子委員（市民生活部長） 
○議  題 （１）パブリックコメントの報告について（別紙参照） 
       事務局説明 
       委員）市の対応方針に同意 
      （２）任期満了にあたって（各委員から一言） 
       委員）息子が小学校に入学したところですが、これまで知る機会のなかっ

た、学校教育での取り組みが分かったことは大きな収穫でした。また、

女性が社会に出て働くことへの支援がプランに盛り込まれていますが、

共働きで生活が慌しく、ゆっくりと子どもに向き合えない状況を垣間見

ることがあり、さみしい思いをしている子どもたちの様子に心が痛み、

すっきりしない感覚を覚えています。今後の課題です。 
       委員）自分自身の子育て期を振り返り、無関心だったことを反省しながら

関わらせていただきました。大変勉強になりました。職場にも持ち帰り、

進めていきたいと思います。 
       委員）なじみのなかった男女共同参画について学ぶことができ、勉強にな

りました。地域に単身高齢者が増えており、自分自身も関わっている現

状がありますが、一個人としてどこまで立ち入れるのか難しさを感じて

います。今回の学びを役立てていきたいと思います。 
       委員）改めて、このプランに高齢者についての取り組みがどれだけ盛り込



むことができたか振り返ってみると、まだまだ十分とは言えなかったと

感じます。体力だけでなく判断力も衰えた高齢者が地域に増えています。

その方々がプライドをもって生きとおせるような社会が望まれていると

思います。 
       委員）私自身は、夢中で共働きをしてきましたが、息子の家庭を見ると、

自然に息子も家事や子育てに関わっているようですし、一方で専業主婦

の妻も子どもにとって大きな役割りを持っているように思い、子育ての

大変さ、大切さをつくづく感じています。少子高齢化の行く末が案じら

れますが、一人ひとりが幸せだったと言える生涯が送れる社会を願い、

もう一度、男女共同参画について向き合って考えていきたいと思ってい

るところです。 
       委員）男女共同参画社会は、女性が働きやすい環境と、子どもが育てやす

い社会がいかにできるかに尽きると思います。また、表面的な不具合は、

国や経済の仕組みと絡み合っていて、根底から取り組んでいかないと解

決できないと思います。私たちは、その部分に目を向けて進めていく姿

勢や意識が求められていると考えているところです。 
       委員）国も同時期に計画の検討を行っています。これまでの反省点に基づ

き、実効性のある計画を練っているように聞いていますが、日本は世界

から見ると男女共同参画の取り組みが遅れていると指摘を受けています。

さらに埼玉県はその日本にあって最下位という残念な調査もあります。

富士見市は、それに甘んじることなく、全国に発信できるような取り組

みができることを期待しています。そのためには、引き続き、皆さんの

バックアップをお願いします。 
     専門委員）委員の方々からも発言があるように、子育ての問題と独居老人の問

題は男女共同参画を進める上でも、これからより大きな課題になると思

います。身近にも、愛情に飢えた子どもや、プライドが高く他人に頼れ

ない老人がいます。ここへ出席させていただき、人間の本質的な生き方

を考えさせされました。男女共同参画は一人ひとりの意識の問題が大き

いように思います。それを行政はどうサポートし、導いていくかが、今

後の課題になるのではないでしょうか。 
      （３）今後の男女共同参画推進の取り組みについて 
       事務局説明 
       委員）了解 
       
○資 料  ・次第 
      ・富士見市男女共同参画プラン（第 3次）素案 

・富士見市男女共同参画プラン（第 3次）素案に対するパブリックコメント
の対応について（案） 



○閉 会  横田副会長 
        プランの実行性のことが取り上げられていますが、何よりも自分自身の

理解が一番に大切であり、そこから男女共同参画が進んでいくものと考え

ています。いざ、実践しようとすると、なかなか思うようにいかないこと

もありますが、自分から実行の面でも広げていけたらと思っています。 
        皆さま、積極的なご協力ありがとうございました。本日で委嘱期間は終

了しますが、今後とも男女共同参画の推進にお力添えいただきたいと思い

ます。これをもちまして本日の確立協議会を終了します。 
     
  


